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○高松市香南楽湯条例 

平成１７年１２月２１日 

条例第１８８号 

改正 平成２５年１２月２５日条例第９２号 

平成２６年４月１日用字用語整備施行 

平成３１年３月２８日条例第５３号 

高松市香南楽湯条例 

（設置） 

第１条 市民に健康増進、保養及び憩いの場を提供し、市民福祉の増進を図り、あわせて市の産業

と観光の振興に寄与するため、高松市香南楽湯（以下「香南楽湯」という。）を高松市香南町横

井９９７番地２に設置する。 

（事業） 

第２条 香南楽湯は、前条に規定する設置目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(１) 浴場業（公衆浴場法（昭和２３年法律第１３９号）第１条第２項に規定する浴場業をいう。）

に関すること。 

(２) 別表第１に掲げる香南楽湯の構成施設の運営に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、香南楽湯の設置目的を達成するために必要な事業 

（使用許可） 

第３条 香南楽湯の浴場施設又は別表第１の第１号に掲げる施設を使用しようとする者は、あらか

じめ市長に申請し、その許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更する場合も、同

様とする。 

２ 市長は、香南楽湯の管理上必要があると認めるときは、使用許可に条件を付し、又は使用許可

後において使用許可を取り消し、若しくは変更することができる。 

（利用の制限） 

第４条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対しては、香南楽湯への入館を拒み、若しく

は香南楽湯からの退館を命じ、又は前条第１項の許可をしないことができる。 

(１) 香南楽湯内の秩序を乱し、若しくは公益を害し、又はそのおそれがあると認められる者 

(２) 香南楽湯の施設・設備等（以下「施設等」という。）を損傷し、若しくは滅失し、又はそ

のおそれがあると認められる者 

(３) 前２号に掲げる者のほか、香南楽湯の管理上支障があると認められる者 

（損害賠償） 

第５条 香南楽湯の入館者又は第３条第１項の許可を受けた者（第７条第１項において「使用者」
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という。）は、自己の責めに帰すべき理由により、施設等を損傷し、又は滅失したときは、市長

の指示に従い、その損害を賠償しなければならない。 

（指定管理者による管理） 

第６条 香南楽湯の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定

する指定管理者（以下「指定管理者」という。）に行わせることができる。 

２ 市長は、法人その他の団体であって、次に掲げる指定の基準に適合すると認められるものを、

その申請により、議会の議決を経て指定管理者として指定することができる。 

(１) 香南楽湯の平等な利用が確保されること。 

(２) 香南楽湯の管理に係る事業計画書（以下「事業計画書」という。）の内容が、香南楽湯の

効用を十分に発揮するとともに香南楽湯の管理に係る経費の縮減が図られるものであること。 

(３) 事業計画書に沿った管理を安定して行う能力を有すること。 

(４) その他香南楽湯の設置目的を効果的に達成するため市長が必要と認める基準 

３ 前項の規定による指定を受けようとするものは、申請書に事業計画書その他市長が必要と認め

る書類を添付して、市長に提出しなければならない。 

４ 市が資本金、基本金その他これらに準ずるものの２分の１以上を出資している法人又は公共団

体若しくは公共的団体を指定することが適当であると市長が認める特別の理由がある場合におけ

る第２項の規定の適用については、同項中「法人その他の団体」とあるのは、「第４項に規定す

る法人又は公共団体若しくは公共的団体」とすることができる。 

５ 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

(１) 第２条の事業に関する業務（使用許可及びその変更の許可並びに使用許可の取消しに関す

る業務を含む。） 

(２) 入館の拒否及び退館の命令に関する業務 

(３) 香南楽湯の維持管理その他の規則で定める業務 

６ 第１項の規定により香南楽湯の管理を指定管理者に行わせる場合においては、第３条及び第４

条の規定の適用については、これらの規定中「市長」とあるのは、「指定管理者」とする。 

７ 指定管理者は、法令、条例及び条例に基づく規則並びに市長の定めるところに従い、香南楽湯

の管理を行わなければならない。 

（利用料金） 

第７条 前条第１項の規定により香南楽湯の管理を指定管理者に行わせる場合においては、指定管

理者は、使用者から利用料金を自己の収入として収受するものとする。 

２ 利用料金は、別表第２に規定する額を超えない範囲内において、指定管理者が市長の承認を受

けて定めるものとする。 
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（利用料金の納付） 

第８条 利用料金は、前納とする。ただし、指定管理者が特に必要があると認めるときは、この限

りでない。 

２ 指定管理者が既に収入として収受した利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特に必

要があると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

（利用料金の減免） 

第９条 指定管理者は、特に必要があると認めるときは、利用料金を減額し、又は免除することが

できる。 

（指定管理者の指定の取消し等があった場合における利用料金の取扱い） 

第10条 市長は、指定管理者の指定を取り消したとき、若しくは第６条第５項に規定する業務の全

部の停止を命じたとき、又は利用料金を指定管理者の収入として収受させないときは、第７条第

２項の利用料金の額を香南楽湯の使用料として徴収する。 

２ 前２条の規定は、前項の使用料について準用する。 

（委任） 

第11条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年１月１０日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に編入前の香南町地域交流施設の設置及び管理に関する条例（平成１４

年香南町条例第１号）第４条の３の規定による指定を受けているものは、その指定に係る地方自

治法第２４４条の２第５項の期間においては、第６条第２項の規定による指定を受けたものとみ

なす。 

３ 前項に定めるもののほか、この条例の施行の日前に編入前の香南町地域交流施設の設置及び管

理に関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりな

された処分、手続その他の行為とみなす。 

附 則（平成２５年１２月２５日条例第９２号） 

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２８日条例第５３号） 

この条例は、平成３１年１０月１日から施行する。 

別表第１（第２条、第３条関係） 

香南楽湯の構成施設（浴場施設を除く。） 
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（１） 健康増進室（マッサージ室） 

（２） レストラン 

（３） 喫茶店 

（４） 売店 

別表第２（第７条関係） 

１ 浴場施設利用料 

区分 利用料 

高齢者 １人１回につき５１０円（回数入浴券による場合は、額面５１０円

券１枚） 

一般 １人１回につき７２０円（回数入浴券による場合は、額面７２０円

券１枚） 

小学生 １人１回につき３１０円 

備考 

１ 「高齢者」とは、市内に住所を有する６５歳以上の者とする。 

２ 「一般」とは、小学生、高齢者及び備考３の適用を受ける者以外の者をいう。 

３ 就学年齢に達しない者は、無料とする。 

４ 回数入浴券は、額面７２０円券１１枚１組としたものを７，２００円とし、額面５１０円

券１１枚１組としたものを５，１００円とする。 

２ 健康増進室（マッサージ室）利用料 

種別 単位 利用料 

マッサージ利用料 １人１回 ５，７５０円 

備考 １回の利用は、６０分以内とする。 

 


